
（別紙３）

～ 2026 年 2 月 13 日

（対象者数） 20 家庭（利用者 21 名） （回答者数） 13 家庭

～ 2026 年 2 月 13 日

（対象者数） 5 名 （回答者数） 5 名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・各個人への分析をもとにしたオリジナリティの高い活動内
容を増やす
・作成した専用プランの一般化によりさらに広範囲をカバー
可能
・既存の活動プランとの併用で効果の増大を目指す

2

・決めつけや思い込みによるコミュニケーションエラーを防
止するため、職員間の意思疎通の精度を高めていく
・ニーズを実現するまでの速度を上げられるよう、実行プラ
ンの精度を高めていく
・それぞれの人生におけるステージを意識し、見通しを持っ
た接し方をしていく

3
・事業所でおこなえる活動の種類を増やすこと
・同時多発的な小集団による集団療育の実行
・簡単な身体操作によるレクリエーションの充実

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・それぞれのご家庭における困りごとを調査すること
・共通認識ができることで保護者様の不安も解消しやすいと
考える

2
・地域で簡単に情報交換できる場を設ける
・必要かどうかを含めて慎重に検討していく

3
・休日に実行する必要があるため、時間帯や日程について検
討の必要がある

○事業所名 放課後等デイサービス オリーブ

○保護者評価実施期間 2026 年 1 月 29 日

○保護者評価有効回答数

2026 年 1 月 29 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026 年 3 月 8 日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者交流やきょうだい向けイベントなどの機会を増やすこ
と。

・イベントの計画、実行する日程を組むことが難しい
・事業所の休業日はご家庭のご都合を優先したい（土曜日、日
曜日、祝日）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

家族支援プログラムの計画と実行。
・個別での実行はできているが、現状で特に必要としていない
家庭も含めたプログラムの実行は難しい

地域交流の充実化。
・情報交換の場が極端に少ない
・事業所同士が直接調整する必要がある

診断名や特性にとらわれない、それぞれの困りごとに対応した
療育活動の提供。

・必要であれば専用のシートを作成しておこなう詳細な分析
・分析をもとにした事業所内会議の実行
・支援方針に沿った療育活動への落とし込み
・上記を日常的に実行することができる職員の意識の高さ

それぞれの「個」へ寄り添った支援の提供。

・お子さんやご家族が気軽に相談できる環境づくりをおこなっ
ている
・職員がお子さんに対して上から目線とならないよう徹底して
いる
・分析により導き出された内容を共有するようにしている

事業所の専有面積が大きく、活動の幅が広いこと。

・用途に合わせて区切ることでお子さんの切り替えを促せるよ
うになっている
・日によって変化するお子さんの状況への対応が可能であるこ
と
・事業所内のみで様々な活動を完結させることができる

事業所における自己評価総括表公表


